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常設耐震／防止
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配管の付加質量

鳥 敵 図 RHR-40,41,42,89 

質量 対応する評価点

201'"'-'506,508'"'-'509, 154'"'-'704, 706'"'-'707 

145'"'-'184, 145'"'-'200,509'"'-'519N,509'"'-'526, 707'"'-'717N 

707'"'-'725 

185'"'-'192 

194"-'197A 

1561"-'274A 
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3.4 設計用地震力

本計算暑において考慮する設計用地震力の算出に用いる設計用床応答スペクトルを下表

に示す。

なお， 設計用床応答スペクトルは「V-2-1-7

策定したものを用いる。

の減衰定数を用いる。

設計用床応答曲線の作成方針」に基づき

地震応答解析の基本方針」に記載また， 減衰定数は「V-2-1-6

鳥諏図 建物・構築物 標高
減衰定数

（％） 

RHR-40,41,42,89 原子炉建屋

RHR-70 原子炉建屋
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